
障がい者総合福祉計画改定に係るアンケート調査について 

 

１ 対象者の抽出 

【障がい者手帳所持者・特定疾患健康管理手当受給者】                           【アンケート送付予定者】 

種別 性別 
年齢 

計 合計 
 

調査票の種類 人数 備考 
～１７ １８～６４ ６５～ 

身体障がい 
男 72  1,553  3,107  4,732  

9,209  身体障がい・介助者 600 65歳

以上 
50 

身体障がい及び難病等患

者は、65歳以上の比率が高

いため、18～64歳と65歳以

上を分けて抽出し、統計処

理をする。 

女 57  1,122  3,298  4,477  

知的障がい 
男 400  710  23  1,133  

1,732  知的障がい・介助者 400 
女 158  404  37  599  

重症心身障がい 

(下肢or体幹１・２級＋療育A） 

男 19  56  2  77  
149  精神障がい・介助者 400 

女 21  51  0  72  

精神障がい 
男 21  627  161  809  

1,708  障がい児・介助者 275 
女 4  677  218  899  

特疾疾患健康管理手当受

給者 

男 85  382  239  706  
1,531  

難病等患者（特疾疾患健康

管理手当受給者）・介助者 
245 65歳

以上 
30 

女 79  434  312  825  

合計 
男 597  3,328  3,532  7,457  

14,329  一般 600 
女 319  2,688  3,865  6,872  

       
 

合計 2,000  

２ アンケート項目の整理方針 

 皆様からご提出いただいた意見を参考に、次の視点で整理しました。（資料２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

３ スケジュール 

年月 H25．11 月 12月 H26.１月 ２月 ３月 

予定 

               

⑴ 国の障害者基本計画の内容に沿うように項目を並べ替えました。 

⑵ 設問、選択肢には、なるべくわかりやすい表現を使用し、専門用語には解説を設けました。ルビは、すべて調整が終わってから付します。 

⑶ 性別、障がいの種別・程度、生活環境による傾向の違いが分析できるようにしました。 

⑷ 次年度の計画策定の基礎資料として、統計的な処理ができるような選択肢にしました。 

⑸ 設問をなるべく共通化しました。 

⑹ 回答者になるべく負担をかけないようにするため、一部の設問を削りました。 

 

資料１ 

●アンケート 

●集計作業 

○必要に応じてヒアリング 

●報告書完成 ●対象抽出 
●発送準備 

抽出 



 


